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論文内容要旨
 私は血液形態学的立場から,血漿蛋白質の異常が注目される多発性骨髄腫,白血病,網内系腫瘍,
 再生不良性貧血などを主とした血液疾患患者の免疫グロブリンの動態と血漿蛋白質1つの産生の場と
 考えられる骨髄の形質細胞および細網細胞の細胞レベルでの蛋白合成能について検討を加え,若干の
 知見を得た。
 1実験対象および実験方法
 対象は,多発性骨髄腫10例,急性骨髄性白血病(AM1、)8例,単球性白血病(M・L)6例,急性
 リンパ性白血病(ALL)2例,赤白血病(E.L)1例,慢性骨髄性白血病(CML)5例,細網症3例,
 白血病性細網症1例,ホジキγ病1例,細網肉腫2例,先天性非球状性溶血性貧血3例,鉄欠乏性貧
 血1例,良性高rグロブリン血症3例,悪性貧血3例,再性不良性貧血13例,計62である。実験
 方法については,免疫グ・プリンの測定は,市販の抗体塞天板を用い,一元平板免疫拡散法によって
 行ない,骨髄形質細胞および細網細胞の核酸蛋白合成能は,H5Thymidin,H5Unldine,H3-
 Leucineを用い,invitr・autognaphyにより測定した。
 2実験成績および総括
 多発性骨髄腫の免疫グロブリγの動態と骨髄腫細胞の増殖代謝の病態との関係については,
 1)IgG型骨髄腫では,血清蛋白像で高蛋白血症が最も著名であるが,骨髄腫細胞の分裂能が
 低く,核および胞体内蛋白合成は,むしろ低下を示しており,高蛋白血症の原因としてIgGのTu-
 rn一。ver時間の長いことが,重要な因子と考えられる。IgA型骨髄腫では,May-Giemsa所
 見からはIgG型骨髄腫よりも未熟なように見えるが,核酸蛋白合成能の面からは,両者に明らかな差
 異は認められなかった。
 IgD型骨髄腫細胞は,両者と比較し活発な分裂増殖能を有すると考えられ,腫瘍細胞%も高く,
 蛋白合成能についても亢進を示しているが,高蛋白血症は認められなかった。これはIgDのTUrn一
 。verの極めて矩いことにもよるが,本型の腫瘍細胞では,形態学的に細網細胞と区別し難い細胞が
 認められており,核酸蛋白代謝の面からも細網細胞との類似性が窺われることから,合成蛋白のパタ
 ーンの違いも否定出来ないように思われた。
 白血病感者の免疫グロブリγについては,ALLでは,免疫グロブリンは各れも低下を示すが,
 AML,M・L,CMLは類似のパターンを示し,IgGおよびlgMは正常ないし高値を示すのに対し,
 IgAがいづれも低値を示すことが注目された。
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 網内系疾患については,白血病性細網症や細網肉腫患者では,骨髄の細胞レベルでの形質細胞およ
 び細網細胞の蛋白合成能は低下しているが,免疫グロブリンは,いずれも正常ないし高値を示すのに
 対し,細網症やホジキン病では骨髄形質細胞や蛋白合成能の低下は著しくないが,エgGおよびIgM
 の低下が著明であった。
 再生不良性貧血では,IgGおよびIgA,特にIgAの低下が全例に認められたが,IgMについて
 は正常値を示すものが多く,特にステ・イド治療後にはIgMの増加が認められており,本症におけ
 る骨髄形質細胞およびリンパ球の病態と密接な関係が推測された。
 良性高7グロブリy血症では,骨髄形質細胞の蛋白合成能は亢進していないが,骨髄形質細胞数の
 増加が認められ,免疫グロブリンの増加は形質細胞数の数的増加によるものと考えられた。
 以上私は,骨髄形質細胞のNe。plasieおよびHyperplasieと免疫グロブリンの動態につ
 いて考察検討を行ない,Ne・plasieの病態について解明を試みると同時に,骨髄形質細胞の質的
 機能的状態は,造血能すなわち造血細胞の質的機能的状態と,より密接な関係を有することを明らか
 にした6
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 審査結果の要旨.
 著者は血液形態学的立場から,血漿蛋白質の異常が注目される多発性骨髄腫,白血病,網内系腫瘍,
 再生不良性貧血などを主とした血液疾患患者計62例についての免疫グロブリンリ動態と血漿蛋白質
 の産生の場の1つと考えられる骨髄の形質細胞および細網細胞の細胞レベルでの蛋白合成能について
 検討を加えて,次の結論を得ている。
 すなわち,骨髄形質細胞のNe・PlasieおよびHyperplasieと免疫グロブリンの動態につ
 いて考察検討を行ない,Ne。plasieの病態について解明を試みると同時に,骨髄形質細胞の質的
 機能的状態は,造血能すなわち造血細胞の質的機能的状態と,より密接な関係を有するヒとを明らか
 にした。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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